
 

 

 

 
 

 

 

 

消費者庁におけるこれまでの周知・啓発事例 

 

 ○消費者教育の体系イメージマップ 

 ○パンフレット 

  ○映画「おしん」とのタイアップチラシ 

 

参考６ 



消費者教育の体系イメージマップ 
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１．目標の説明 

「身のまわりのものを大切にしよう」 

「持続可能な社会を目指したライフスタイルを実践しよう」 

 

 消費者が、単なる商品やサービスの受け手としてではなく、消費を個人の欲

求を満たすものとのみ捉えず、社会、経済、環境等に消費が与える影響を考慮

した選択や行動によって公正で持続可能な発展に貢献することが強く求められ

ている。それは、大量生産･大量消費･大量廃棄の波に流されて漂流する存在か

ら、持続可能な社会･経済に向けた舵取り役となることである。 

 以上のような考え方から、環境負荷の少ない商品の選択や、環境保全の活動

の重要性が言われてきている。積極的な活動だけでなく、普段の生活の中で少

しずつ配慮することにより、持続可能な社会を目指すのがこの目標である。 

  

 

 

 

展開モデル３ 親子で取組む「食品ロス」の削減活動 

【幼児期】【成人期】X【持続可能な消費の実践】 

活用ガイド 
（展開モデル） 

【抜粋】 
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２．他の対象領域、ライフステージとの関係 

 自己の判断により行動を決定するという点では、生活の管理と契約の領域に

も深く関わる。また、ここでは特に成人期と幼児期との取組としてとりあげて

いるように、全てのライフステージに関わるといえる。 

 

３．この目標に関連して起こりうる問題等 

食品廃棄物のうち、食べられるのに廃棄される食品、いわゆる「食品ロス」

は年間約 500～800万トン※と試算されている。（※平成 21年度推計） 

この数量は、我が国の米の年間収穫量約 813万トンに匹敵するといえる。  

また、食品ロスの約半分は、一般家庭からのものであり、家庭における一人

当たりの食品ロス量は、年間約 15キログラムと試算されている。 これは、一

度の食事で食べる御飯の量を 250グラムと仮定した場合、 その 60食分に相当

する。 

他方で発展途上国では食糧不足が深刻で、世界規模の食糧危機が懸念される。 

  

４．この目標を身に付けるための情報 

 食べ物のムダをなくそうプロジェクト（消費者庁） 

http://www.caa.go.jp/adjustments/index_9.html 

フードアクションニッポンホームページ 

http://www.syokuryo.jp/action/disposal.html 

食べ残しを減らそう県民運動(長野県) 

http://www.pref.nagano.lg.jp/kankyo/haiki/tabekiri/index.htm 

もぐもぐマンとザンパン星人(川崎青年会議所) 

http://www.kawasaki-jc.or.jp/mz.pdf 

・・・ 

 

５．展開例 

【講座案】 

消費者庁ホームページに掲載の資料を題材として、大人たちが話し合

い、そこから日々の生活の中でできる活動を考える。身近な活動が世界

規模の問題に結びついていることを理解する。 

 

◎40～50分 

◎講師は教える役割ではなく、検討を促す進行役を務める。 

◎子ども（幼児を含む。）とその親、10名程度の小グループで実施 
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導入  ５分 

○あいさつ 

○食べ物の好き嫌いを尋ねる 

   ・食べ残しはどんなときにするか? 
・まだ食べられるのに捨ててしまったことはあるか? 

 

展開  30 分 

☆食品ロス問題について知る 

 

 

 

○資料を見ながら

（食品ロスの現状   
についてグルー

プごとに）意見

を出し合う 
 
→「もったいない」

という感覚を子ど

も世代に伝える。 
 
 

○消費者庁啓発チラシを参考

に各家庭でできることを話

し合う→発表 
 

☆食品ロス問題に対してできることを親子で考える 
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☆問題をより理解するためのキーワードを学ぶ(関連資料を準備) 

○「賞味期限」「消費期限」の違いを知る。      

 

 まとめ   ５分 

   

○もったいないという気持ちを行動に結びつける工夫を考える 

○自分でできること、製造者・販売者がしなければいけないことがあるこ

とを意識する。 

 

発展課題 

 

☆フィールドワーク 

○社会のために、自分でできることを考えて、地域の活動をさがして、

出かけてみよう。 

 

○「フードバンク」活動を知る。 

 

 
など 
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